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撮影　山本携掌
カラマツ神の多

湖
畔
の
風
致

大
町
市
郊
外
の
青
木
湖
は
昔
か
ら
緑
の
山
々
に
囲
ま
れ

た
静
か
を
湖
と
し
て
親
し
ま
れ
て
来
た
｡
昭
和
二
十
九
年

以
来
､
冬
期
は
発
電
用
取
水
に
よ
っ
て
湖
面
は
二
十
一
メ

ー
ト
ル
も
低
下
し
､
湖
底
が
大
き
-
露
出
し
て
'
見
る
も

無
残
で
あ
る
が
'
そ
れ
で
も
新
緑
の
頃
か
ら
紅
葉
の
季
節

ま
で
は
湖
は
満
々
と
水
を
た
た
え
､
佐
野
坂
の
彼
方
に
そ

び
え
る
白
馬
連
山
の
雄
姿
を
湖
面
に
映
し
て
､
″
ア
ル
プ
ス

の
鏡
〟
と
呼
ば
れ
て
来
た
体
面
を
今
も
っ
て
保
っ
て
い
る

こ
の
青
木
湖
の
西
側
湖
畔
エ
ビ
ス
マ
原
一
帯
に
､
大
規

模
を
ス
キ
ー
場
を
建
設
す
る
計
画
が
最
近
に
な
っ
て
具
体

化
さ
れ
'
こ
の
ほ
ど
開
発
に
当
る
H
観
光
K
･
K
と
地
元

関
係
地
主
と
の
間
で
'
土
地
の
賃
貸
借
契
約
に
伴
う
覚
え

書
き
が
交
わ
さ
れ
た
と
聞
く
｡
こ
の
計
画
に
よ
れ
は
､
湖

岸
か
ら
上
方
へ
総
延
長
約
二
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
リ
フ
ト
　
へ

三
基
を
連
絡
)
､
百
二
十
人
収
容
の
ホ
テ
ル
'
専
用
道
路

を
ど
を
総
工
費
四
億
円
を
も
っ
て
建
設
す
る
と
い
う
｡
工

事
は
釆
春
雪
ど
け
と
共
に
始
め
ら
れ
'
来
シ
ー
ズ
ン
は
オ

ー
プ
ン
の
予
定
｡

と
こ
ろ
で
､
青
木
湖
畔
こ
げ
は
排
出
計
画
法
に
塞
く
県

条
例
に
よ
り
風
致
地
区
に
指
定
さ
れ
て
お
り
､
県
の
由
無

保
護
条
例
に
基
-
景
観
保
護
地
区
で
も
あ
る
､
地
区
指
定

の
精
神
か
ら
み
て
､
佃
と
し
て
も
〝
み
ど
り
〟
を
守
る
べ

き
で
あ
り
､
樹
木
を
切
り
払
っ
て
リ
フ
ト
を
棚
は
た
り
､

ブ
ル
で
斜
面
を
即
し
て
赤
茶
け
た
地
肌
を
見
せ
る
よ
う
な

開
発
は
し
て
欲
し
-
な
い
と
い
う
の
が
.
般
の
人
々
の
気

時
で
あ
る
.

ス
キ
ー
揚
予
定
地
一
帯
は
'
古
木
地
区
:
一
十
戸
の
共
有

私
有
地
で
あ
り
､
三
上
年
生
の
杉
･
カ
ラ
マ
ツ
が
育
っ
て

い
る
｡
し
か
し
､
林
業
と
零
細
を
高
冷
地
震
葉
上
だ
よ
る

同
地
区
は
過
疎
化
の
仰
向
に
あ
り
､
労
働
力
も
流
山
で
る

一
方
で
あ
る
.
･
ダ
ム
化
さ
れ
た
湖
か
ら
は
=
印
の
よ
､
つ
る
漁

獲
は
期
待
で
き
ず
､
こ
れ
と
い
う
持
毒
物
も
な
い
地
元
に

と
っ
て
は
雪
と
斜
面
を
利
用
す
る
ス
キ
ー
場
だ
け
が
当
剛

は
経
済
性
の
あ
る
開
発
を
の
か
も
し
れ
な
い
ー
湖
畔
の
風

致
を
典
に
守
ろ
う
と
い
う
な
ら
､
た
だ
保
諏
地
車
へ
凪
飯

地
区
に
指
定
す
る
だ
け
で
な
-
､
県
や
吊
が
土
地
の
侶
り

受
け
や
貰
い
上
げ
を
行
う
･
.
実
,
り
'
公
園
化
す
る
を
り
し
.
I
J

風
致
保
全
林
を
育
成
す
べ
き
で
あ
ろ
う
｡
へ
演
出
庄
一
)
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請請請ど山

信

州

ロ

ー

ム

層

一
､
は
じ
め
に

信
州
地
方
に
分
布
す
る
親
み
深
い
"
赤
土
〟
は
､

洪
積
世
に
火
山
灰
が
運
ば
れ
て
堆
積
し
､
鉄
分
が
分

解
し
て
赤
褐
色
と
在
っ
た
も
の
を
一
般
の
人
が
通
称

"
赤
土
〃
と
よ
ん
で
い
る
｡
ま
た
､
こ
の
"
赤
土
〟

を
信
州
ロ
ー
ム
層
と
思
っ
て
い
る
人
が
多
い
よ
う
で

あ
る
が
､
一
般
の
人
の
呼
ぶ
"
赤
土
〟
は
､
実
は
信

州
ロ
ー
ム
層
の
一
部
で
､
木
の
挿
木
に
つ
か
う
"
蛛

噌
土
〟
も
信
州
ロ
ー
ム
層
の
中
に
あ
る
浮
石
(
軽
石

)
　
の
風
化
し
た
も
の
で
あ
る
｡

と
こ
ろ
で
"
信
州
ロ
ー
ム
層
〟
と
い
う
言
葉
は
､

洪
積
世
に
火
山
に
よ
る
噴
出
物
〔
灰
､
浮
石
へ
軽
石

)
､
君
津
へ
ス
コ
リ
ア
　
ー
　
黒
色
'
暗
褐
色
で
多
孔

質
を
火
山
砕
屑
物
)
､
小
さ
な
火
山
砂
･
礫
等
)
が

運
ば
れ
(
風
成
　
-
　
空
か
ら
降
っ
て
)
'
風
化
し
て

清

　

水

　

英

　

樹

が
み
と
め
ら
れ
る
｡

長
野
県
の
中
･
南
部
に
分
布
す
る
火
山
噴
出
物
と

こ
れ
を
も
た
ら
し
た
火
山
の
分
布
は
第
一
図
の
よ
う

に
御
岳
･
乗
鞍
･
焼
岳
･
立
山
火
山
等
で
あ
る
｡

御
岳
火
山
は
､
長
野
県
中
･
南
部
､
山
梨
県
東
･

中
･
北
部
､
東
京
都
'
神
奈
川
県
の
一
部
､
千
葉
県

の
一
部
に
'
ま
た
立
山
火
山
は
､
北
安
曇
･
更
級
･

埴
科
郡
に
噴
出
物
を
も
た
ら
し
て
い
る
｡

乗
鞍
･
焼
岳
火
山
は
､
研
究
が
余
り
進
ん
で
お
ら

を
い
が
､
研
究
-
認
定
範
囲
の
火
山
噴
出
物
層
地
域

は
第
一
図
に
し
め
し
た
｡

三
､
信
州
ロ
ー
ム
層
の
標
準
店
序

信
州
ロ
ー
ム
層
は
､
第
一
図
に
し
め
し
た
よ
う
に

そ
の
起
原
火
山
を
異
に
す
る
に
し
た
が
っ
て
火
山
噴

出
物
層
地
域
に
よ
っ
て
い
く
つ
か
の
層
序
を
し
め
す

こ
の
う
ち
'
長
野
県
中
･
南
部
に
広
範
囲
に
分
布
し

を
お
遠
-
関
東
地
方
ま
で
も
た
ら
さ
れ
て
い
る
､
信

州
ロ
ー
ム
層
の
代
表
的
を
､
御
岳
火
山
に
起
原
を
持

つ
火
山
鳴
物
物
に
つ
い
て
主
と
し
て
の
ペ
る
こ
と
に

す
る
｡

御
岳
火
山
に
起
原
を
持
つ
噴
出
物
膚
は
､
新
期
･

中
期
･
古
期
ロ
ー
ム
層
に
三
分
さ
れ
る
｡

①
　
薪
期
ロ
ー
ム
層

(
標
準
露
頭
)
長
野
県
伊
那
市
立
東
部
中
学
校
へ

校
庭
の
崖
(
第
二
図
)

(
産
状
)
　
赤
褐
色
-
褐
色
で
二
つ
の
浮
石
層
を
爽

在
す
る
最
上
位
の
火
山
灰
層
で
'
厚
さ
は
三
㍍
-
一

･
五
㍍
で
広
大
な
扇
状
地
面
お
よ
び
そ
れ
よ
り
上
位

の
地
形
面
に
完
全
を
層
序
で
か
さ
な
り
へ
一
部
は
木

曽
山
脈
熊
沢
岳
･
千
畳
敷
モ
レ
ー
ン
上
に
の
ろ
｡
上

限
は
肉
眼
的
に
は
､
波
状
の
境
界
で
黒
土
　
へ
表
土
)

に
漸
移
し
､
下
位
は
中
期
ロ
ー
ム
層
の
暗
色
帯
も
し

く
は
風
化
帯
を
も
っ
て
接
す
る
｡
波
状
の
境
界
は
'

有
機
炭
素
樋
子
が
機
械
的
に
沈
下
す
る
た
め
で
あ
ろ

う
｡
し
た
が
っ
て
表
土
の
主
体
は
､
現
地
性
の
地
層

と
し
て
､
ロ
ー
ム
層
の
転
化
し
た
も
の
と
は
考
え
ら

れ
な
い
｡

褐
色
､
赤
褐
色
､
黄
褐
色

灰
褐
色
､
オ
レ
ン
ヂ
色
､

チ
ョ
コ
レ
ー
ト
色
化
し
た

洪
積
世
の
火
山
噴
出
物
層

を
い
う
の
で
あ
る
｡
最
近

は
､
テ
フ
ロ
と
い
う
言
葉

も
学
術
的
に
多
く
使
用
さ

れ
て
い
る
｡

一
一
､
信
州
ロ
ー
ム

層
の
分
布

信
州
地
方
に
火
山
噴
出

物
を
も
た
ら
し
た
､
洪
積

世
の
火
山
は
､
御
岳
･
乗

鞍
･
焼
岳
･
立
山
･
浅
間

･
八
ヶ
岳
･
飯
綱
･
黒
姫

･
妙
高
火
山
等
で
あ
り
､

こ
れ
等
火
山
の
噴
出
物
に

よ
る
火
山
噴
出
物
層
地
域

(
岩
柏
)
　
赤
縄
色
-
鴇
色
で
棉
士
分
に
と

ぼ
し
く
多
孔
質
で
透
水
性
が
高
く
､
乾
燥
し

た
場
合
で
も
火
山
灰
特
有
の
節
理
が
発
達
し

な
い
｡
黒
土
　
(
表
土
)
　
の
下
限
か
ら
二
〇
伽

-
五
〇
m
の
と
こ
ろ
に
軟
質
の
火
山
灰
が
あ

り
､
こ
の
火
山
灰
の
下
限
か
ら
は
硬
質
の
火

山
灰
と
な
り
､
そ
の
中
に
二
つ
の
浮
石
粒
(

軽
石
粒
)
　
の
集
中
す
る
部
分
が
あ
る
､
こ
の

浮
石
粒
の
集
中
す
る
部
分
を
下
位
よ
り
第
四

･
第
五
浮
石
層
と
呼
ん
で
い
る
｡
(
第
二
図

)
､
第
四
浮
石
層
は
､
赤
褐
色
の
ス
コ
リ
ア

層
で
最
大
の
厚
さ
が
四
〇
-
五
〇
伽
で
帯
状

を
な
し
て
い
る
｡
第
五
浮
石
層
は
'
赤
褐
色

･
青
色
の
ス
コ
リ
ア
､
白
色
の
浮
石
が
集
中

し
最
大
の
厚
さ
が
一
〇
億
位
で
レ
ン
ズ
状
に

集
中
し
た
り
散
在
し
た
り
し
て
い
る
｡
硬
質

火
山
灰
層
は
､
軟
質
火
山
灰
層
に
波
状
的
を

境
界
で
漸
移
し
て
い
る
｡

(
重
鉱
物
組
成
)
　
一
般
的
に
は
､
紫
蘇
渾

石
が
多
く
､
磁
鉄
鉱
が
こ
れ
に
つ
ぎ
'
少
量

の
普
通
輝
石
'
角
閃
石
が
こ
れ
に
つ
ぐ
｡

浮
石
層
の
重
鉱
物
組
成
は
'
第
四
･
第
五
浮
石
層

と
も
磁
鉄
鉱
が
多
-
､
紫
蘇
輝
石
が
こ
れ
に
つ
ぎ
､

少
量
の
普
通
輝
石
へ
角
閃
石
を
ふ
く
む
｡

(
粘
土
鉱
物
)
　
ア
ロ
フ
エ
ン
か
ら
を
る
が
､
第
四

浮
石
層
の
下
部
が
加
水
ハ
ロ
イ
サ
イ
ト
に
な
る
と
こ

ろ
が
あ
る
｡

②
　
中
期
ロ
ー
ム
層

(
標
準
露
頭
〉
　
長
野
県
伊
那
市
立
東
部
中
学
校
､

校
庭
の
崖
へ
第
二
図
)

(
産
状
)
　
灰
褐
色
で
五
つ
の
浮
石
層
を
爽
在
す
る

中
位
の
火
山
灰
層
､
厚
さ
は
六
･
二
m
-
九
･
四
m

で
標
準
露
頭
で
は
六
･
四
五
m
で
あ
る
｡
上
部
は
波

状
の
黒
色
帯
も
し
く
は
風
化
帯
〔
不
整
合
(
第
二
図

)
〕
を
も
っ
て
所
期
ロ
ー
ム
層
に
接
し
て
い
る
｡

(
岩
相
)
　
全
体
的
に
浮
石
質
'
灰
褐
色
で
粘
土
化

が
進
み
透
水
性
が
低
-
-
'
乾
燥
す
る
と
火
山
特
有

の
節
理
が
発
達
す
る
｡
上
限
の
所
期
ロ
ー
ム
層
の
真

下
か
ら
二
〇
0
0
-
三
〇
m
の
と
こ
ろ
に
植
物
の
根
の
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第4回　立山ローム〃としている大町スキー場の教頭

第3回　標準露頭　辰野町南東荒持山

鰭物請ノー‖
一

遺
物
へ
化
石
と
考
え
て
い
る
)
が
存
在
す
る
こ
と
が

し
ば
し
ば
で
あ
る
｡
全
体
的
に
硬
質
火
山
灰
層
で
五

つ
の
浮
石
層
の
集
中
す
る
部
分
が
あ
る
'
下
部
よ
り

第
二
第
÷
第
二
･
第
二
･
第
三
浮
石
層
(
第
二

図
)
と
呼
ん
で
い
る
｡
こ
れ
等
の
浮
石
層
は
帯
状
を

な
す
と
と
も
に
､
下
部
よ
り
上
部
に
む
か
い
白
色
'

黄
色
､
オ
レ
ン
ジ
色
の
色
に
推
移
す
る
事
が
多
い
｡

し
か
し
､
こ
れ
等
浮
石
質
は
伊
郡
谷
に
お
い
で
は
五

層
確
認
で
き
る
が
､
一
般
に
は
三
屈
み
と
め
ら
れ
る

第
一
浮
石
層
は
､
白
色
か
桃
色
で
最
大
の
厚
さ
二

〇
伽
位
で
､
粘
土
化
が
進
ん
で
い
る
｡

第
一
浮
石
層
は
'
白
色
か
黄
色
で
最
大
の
厚
さ
二

･
五
m
で
､
関
東
地
域
ま
で
の
び
る
嘉
一
図
)
顕
著

を
発
達
を
し
め
し
､
関
東
ロ
ー
ム
層
の
下
末
吉
ロ
ー

ム
層
中
に
確
認
で
き
る
｡
白
色
の
場
合
は
粘
土
化
が

進
み
酸
性
白
土
と
し
て
紙
す
さ
に
使
用
さ
れ
て
い
る

第
二
浮
石
層
は
白
色
､
黄
色
､
オ
レ
ン
ジ
色
で
最

大
の
厚
さ
二
七
脚
に
お
よ
び
､
黄
色
､
オ
レ
ン
ヂ
色

の
場
合
は
細
粒
で
淘
汰
が
よ
い
｡

第
二
浮
石
層
は
､
オ
レ
ン
チ
色
で
､
細
粒
淘
汰
が

よ
く
最
大
の
厚
さ
八
〇
伽
に
お
よ
ぶ
｡
一
般
に
味
噌

土
と
し
て
挿
木
に
利
用
さ
れ
て
い
る
｡

第
三
浮
石
層
は
'
オ
レ
ン
ジ
色
で
最
大
の
厚
さ
三

〇
伽
に
お
よ
ぶ
｡

(
鉱
物
組
成
)
　
一
般
に
は
､
磁
鉄
鉱
が
紫
蘇
輝
石

よ
り
多
い
の
が
特
徴
で
あ
る
が
､
上
部
は
紫
蘇
輝
石

が
多
く
磁
鉄
鉱
が
こ
れ
に
つ
ぐ
こ
と
が
あ
る
｡

第
一
浮
石
層
は
､
磁
鉄
鉱
が
多
-
､
紫
蘇
輝
石
､

普
通
准
看
､
角
閃
石
の
順
で
ジ
ル
コ
ン
を
含
む
｡

第
二
浮
石
層
は
､
磁
鉄
鉱
が
多
-
'
紫
蘇
輝
石
'

角
閃
石
の
順
で
ジ
ル
コ
ン
を
含
む
場
合
も
あ
る
｡

第
二
浮
石
層
は
､
磁
鉄
鉱
'
紫
蘇
輝
石
､
普
通
輝

石
､
角
閃
石
の
順
で
ジ
ル
コ
ン
を
含
ま
を
い
｡

第
三
浮
石
層
は
､
紫
蘇
輝
石
'
磁
鉄
鉱
､
普
通
輝

石
､
角
閃
石
の
順
に
含
む
｡

(
粘
土
鉱
物
)
　
浮
石
質
の
部
分
は
ア
ロ
フ
エ
ン
と

一
四
オ
ン
グ
ス
ロ
ー
ム
鉱
物
か
ら
在
り
､
他
の
部
分

は
加
水
ハ
ロ
イ
サ
イ
ト
か
ら
在
っ
て
い
る
｡
浮
石
層

に
よ
っ
て
は
加
水
ハ
ロ
イ
サ
イ
ト
と
ア
ロ
フ
エ
ン
の

混
合
物
か
ら
な
る
｡

③
　
古
期
ロ
ー
ム
層

(
標
準
露
頭
)
　
長
野
県
上
伊
那
郡
辰
野
町
南
東
荒

神
山
(
第
三
図
)

(
産
状
)
　
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
色
で
六
つ
の
浮
石
層
を

爽
在
す
る
最
下
位
の
火
山
灰
層
'
厚
さ
は
標
準
露
頭

で
八
･
九
八
m
で
あ
る
｡
風
化
常
に
よ
っ
て
中
期
ロ

ー
ム
層
に
接
し
て
い
る
が
粘
土
化
の
程
度
､
色
調
に

よ
っ
て
容
易
に
識
別
で
き
る
｡

(
岩
椙
)
　
全
体
的
に
浮
石
質
で
頗
る
粘
土
化
が
進

ん
だ
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
色
で
水
を
ふ
-
む
と
ベ
ト
つ
-

〇
一
浮
石
層
は
､
赤
黒

色
の
ス
コ
リ
ヤ
で
最
大
の

厚
さ
二
五
億
位
で
さ
ら
さ

ら
し
て
い
る
｡

〇
二
浮
石
層
は
､
赤
黒

色
の
ス
コ
リ
ヤ
で
最
大
の

厚
さ
一
五
億
位
で
さ
ら
さ

ら
し
て
い
る
｡

〇
三
浮
石
層
は
､
レ
ン

ガ
色
の
浮
石
で
粘
土
化
が

進
ん
で
い
る
｡
最
大
の
厚

さ
三
三
m
で
あ
る
｡

〇
四
浮
石
層
は
､
青
､

黒
､
自
模
様
の
カ
ス
リ
色

の
浮
石
で
粘
土
化
が
進
ん

で
い
る
｡
最
大
の
厚
さ
は

火
山
灰
へ
乾
燥
す
る
と
火
山

特
有
の
節
理
が
顕
著
に
発
達

す
る
硬
質
火
山
灰
層
で
六
つ

の
浮
石
層
が
集
中
す
る
､
上

部
よ
り
〇
一
へ
〇
二
へ
〇
三

〇
四
､
〇
五
へ
〇
六
と
呼
ん

で
い
る
｡
へ
第
三
図
)
　
こ
れ

等
の
浮
石
層
は
伊
那
谷
に
お

い
て
完
全
層
序
で
か
さ
在
る

と
こ
ろ
が
確
認
で
き
る
が
､

そ
の
他
の
地
域
へ
松
本
盆
地

)
で
は
山
ぞ
い
に
一
部
確
認

で
き
る
｡
後
述
す
る
立
山
火

山
灰
層
の
標
準
露
頭
で
あ
る

大
町
ス
キ
ー
場
の
崖
の
下
部

の
ロ
ー
ム
層
に
そ
う
と
う
す

る
も
の
と
考
え
て
い
る
｡

一
五
億
で
あ
る
｡

〇
五
浮
石
層
は
'
白
･
黒
色
混
合
の
浮
石
で
頗
る

枯
土
化
が
進
ん
で
い
る
｡
最
大
の
厚
さ
五
伽
で
あ
る

〇
六
浮
石
層
は
､
カ
ス
リ
模
様
で
粘
土
化
が
進
み

ベ
ト
つ
い
て
い
る
｡
ま
た
'
黒
雲
母
が
含
ま
れ
て
い

る
の
が
特
徴
的
で
あ
る
｡

(
鉱
物
組
成
)
　
鉱
物
が
頗
る
変
質
し
､
顕
微
鏡
下

で
は
識
別
が
困
難
を
こ
と
が
多
い
｡
一
般
的
特
徴
と

し
て
は
褐
鉄
鉱
や
磁
鉄
鉱
が
多
い
が
少
量
な
が
ら
角

閃
石
や
紫
蘇
輝
石
が
識
別
さ
れ
る
｡
浮
石
層
も
下
部

に
い
く
に
し
た
が
っ
て
磁
鉄
鉱
が
ま
し
て
い
る
｡

(
粘
土
鉱
物
)
　
ハ
ロ
イ
サ
イ
ト
鉱
物
の
ほ
か
に
イ

ラ
イ
ト
や
一
四
オ
ン
グ
ス
ロ
ー
ム
鉱
物
が
ま
じ
っ
て

い
る
｡

立
山
火
山
に
起
源
を
持
つ
と
考
え
て
い
る
火
山
噴

出
物
層
へ
第
四
図
)

こ
の
火
山
噴
出
物
の
研
究
は
､
現
在
､
信
州
大
学

小
林
国
夫
等
､
富
山
大
学
藤
井
昭
二
､
京
都
大
学
中

谷
進
お
よ
び
筆
者
等
に
よ
っ
て
研
究
を
進
め
て
い
る

が
確
実
を
こ
と
は
い
え
な
い
が
露
頭
の
し
め
す
か
ぎ

り
で
は
､
浮
石
層
-
A
と
浮
石
層
I
B
の
二
つ
の
浮

石
層
を
ベ
ー
ス
と
し
て
'
こ
の
噴
出
物
屑
が
二
分
さ

れ
る
こ
と
は
確
実
で
あ
り
､
ま
た
､
こ
の
二
つ
の
浮

石
層
が
立
山
火
山
の
火
砕
流
の
噴
出
期
に
対
応
す
る

の
で
は
を
い
か
と
考
え
調
査
を
進
め
て
き
て
い
る
が

こ
れ
も
確
実
で
あ
る
と
い
う
認
定
は
､
現
在
の
と
こ

ろ
で
き
て
い
な
い
､
今
後
の
研
究
に
期
待
し
た
い
｡

(
標
準
露
頭
)
　
長
野
県
大
町
市
､
大
町
ス
キ
ー
場

の
崖
｡
へ
第
四
図
)

(
産
状
)
　
褐
色
､
赤
褐
色
､
灰
褐
色
の
火
山
噴
出

物
層
で
五
つ
の
浮
石
層
を
爽
在
す
る
｡
厚
さ
一
五
･

八

m

-

二

･

七

m

で

あ

る

｡

(
岩
柏
)
　
全
体
的
に
み
て
､
上
部
は
ど
透
水
性
が

高
く
下
部
ほ
ど
透
水
性
が
低
い
｡
下
部
で
は
乾
燥
し

た
場
合
へ
火
山
灰
層
特
有
の
節
理
が
発
達
し
て
い
る

こ
の
火
山
灰
層
中
に
五
つ
の
浮
石
粒
の
集
中
す
る

帯
状
の
部
分
が
あ
る
｡
こ
れ
を
下
位
よ
り
浮
石
層
I

A

.

B

,

C

･

D

･

E

と

よ

ん

で

い

る

｡

へ

第

四

図

)
浮
石
層
-
A
は
､
黄
白
色
で
四
〇
-
五
〇
調
で
波

状
の
形
で
爽
在
す
る
｡
浮
石
層
-
B
は
､
赤
色
で
､

ス
コ
リ
ヤ
質
層
で
厚
さ
三
〇
-
八
〇
m
で
あ
る
｡
浮

石
層
I
C
は
､
オ
レ
ン
ヂ
色
で
浮
石
層
-
B
中
に
第

四
図
に
し
め
す
よ
う
に
爽
在
し
､
浮
石
層
I
B
と
C

と
の
間
に
は
二
〇
伽
位
の
禍
色
の
火
山
灰
が
存
在
す

る
｡
浮
石
層
-
D
は
､
黄
色
で
､
直
下
の
ロ
ー
ム
層

に
は
ク
ラ
ッ
ク
帯
が
顕
著
に
発
達
し
て
い
る
｡
浮
石

層
I
E
は
､
黄
赤
色
の
ス
コ
リ
ヤ
簡
層
で
､
厚
さ
二

五
-
三
五
伽
で
帯
状
を
し
て
い
る
｡
を
お
､
こ
の
火

山
灰
層
に
つ
い
て
は
今
後
研
究
し
て
い
か
老
け
れ
ば

を
ら
凄
い
こ
と
が
山
積
し
て
い
る
｡

主
な
文
献

へ
次
ペ
ー
ジ
へ
続
-
)
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5カ月　　8カ月　　9カ月　　10カ月

園1青の出方(和歌子の場合)

親と子が1毒の木で　くツノトキ｡をする

鰭請請ど山

カ
モ
シ
カ
に
は
雄
･
雌
と
も
立
派
な
角
が
あ
る
｡

こ
の
カ
モ
シ
カ
の
角
は
ニ
ホ
ン
シ
カ
の
角
と
還
っ
て

抜
け
か
わ
る
こ
と
は
を
く
､
年
々
太
く
長
く
在
っ
て

い
く
｡

カ
モ
シ
カ
が
生
ま
れ
て
か
ら
角
が
で
は
じ
め
る
の

は
5
カ
月
頃
か
ら
で
､
そ
の
頃
は
角
が
で
は
じ
め
る

の
で
も
ぞ
か
ゆ
い
の
か
､
あ
る
い
は
表
皮
を
破
っ
て

角
が
で
や
す
い
よ
う
に
す
る
の
か
'
さ
か
ん
に
角
の

で
る
あ
た
り
を
近
く
の
木
の
幹
に
す
り
つ
け
る
｡
人

工
哺
青
を
し
た
も
の
な
ど
は
私
ど
も
の
足
な
ど
も
､

木
の
幹
同
様
に
利
用
し
､
そ
の
力
は
相
当
強
い
も
の

で
足
が
痛
い
く
ら
い
に
感
じ
る
｡

角
は
最
初
か
ら
鋭
く
と
が
っ
た
も
の
で
は
な
-
､

5
カ
月
目
に
で
か
か
っ
た
も
の
は
先
端
は
丸
-
､
生

長
す
る
に
し
た
が
い
､
角
の
ま
わ
り
を
包
ん
で
い
た

も
の
が
と
れ
中
の
か
た
い
角
が
現
わ
れ
て
-
る
｡
こ

の
角
が
現
あ
れ
る
の
が
9
カ
月
日
頃
で
あ
る
｡

角
は
こ
の
頃
ま
だ
後
の
方
に
曲
っ
て
い
ず
､
真
す

ぐ
に
立
っ
て
い
る
状
態
で
'
約
1
2
カ
月
　
す
な
わ
ち

一
年
を
経
過
す
る
こ
ろ
に
は
角
を
覆
っ
て
い
た
や
わ

ら
か
い
包
皮
は
完
全
に
と
れ
て
'
角
は
1
5
セ
ン
チ
メ

ー
ト
ル
位
に
の
ぴ
､
多
少
後
に
曲
っ
て
-
る
｡

ま
た
角
の
根
元
の
方
に
は
年
輪
の
よ
う
な
角
輪
が

現
れ
れ
て
く
る
｡
猟
師
を
ど
の
聞
き
こ
み
に
よ
る
と

こ
の
角
諭
は
一
年
に
一
つ
ず
つ
増
え
へ
角
齢
に
よ
っ

て
カ
モ
シ
カ
の
年
令
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
っ

て
い
る
｡
し
か
し
､
人
工
哺
書
で
飼
育
し
た
カ
モ
シ

カ
を
観
察
し
た
と
こ
ろ
､
角
齢
は
1
8
カ
月
で
2
本
､

2
2
カ
月
で
4
本
と
在
っ
て
い
た
｡
こ
の
角
輪
の
ふ
え

方
も
個
体
に
よ
っ
て
差
が
あ
り
､
他
の
カ
モ
シ
カ
で

は
1
3
カ
月
で
角
幹
が
2
本
現
わ
れ
て
い
た
例
も
あ
る

カ
モ
シ
カ
は
生
長
す
る
に
し
た
が
い
､
眼
下
腺
も

発
達
し
て
き
て
､
分
泌
液
を
た
す
よ
う
に
を
り
'
木

の
幹
'
あ
る
い
は
柵
の
取
手
な
ど
に
す
り
つ
け
､
さ

ら
に
そ
れ
を
角
へ
あ
る
い
は
角
の
基
部
の
と
こ
ろ
で

こ
す
る
｡
そ
し
て
確
認
す
る
か
の
よ
う
に
鼻
で
か
ぐ

そ
れ
を
一
般
に
｢
ツ
ノ
ト
キ
｣
と
い
っ
て
い
る
｡
こ

れ
に
利
用
す
る
木
は
ひ
ん
ぽ
ん
に
使
う
木
と
､
時
々

思
い
だ
し
た
よ
う
に
使
う
不
特
定
の
も
の
が
あ
り
へ

ひ
ん
ぽ
ん
に
使
う
木
は
皮
が
は
が
れ
て
木
の
肌
が
現

わ
れ
る
ほ
ど
で
あ
る
｡
よ
く
利
用
す
る
も
の
は
直
径

約
1
0
-
2
0
セ
ン
チ
位
の
木
で
､
時
々
使
う
木
は
直
径

4
0
セ
ン
チ
以
上
も
あ
る
ア
カ
マ
ツ
の
太
い
幹
で
あ
っ

た
り
､
あ
る
い
は
1
セ
ン
チ
に
も
満
た
を
い
潅
木
の

小
枝
で
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